
（様式１） 

平成２７年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

（整理番号） 

  １６７ 
提案機関名 ＪＡかながわ西相 

 要望問題名  

（継続）神奈川県におけるイチゴの新品種開発について 

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等）】 

 神奈川県ではイチゴの栽培が各地で盛んになっています。 

イチゴにはついては共販のみならず、都市近郊でもあるためイチゴ狩りなどの慣行や直売所での販売

がありますが、栽培している品種は生産者がそれぞれとなっているほか、他県で育種された品種を使

用しています。神奈川県という大消費地ではあるが、神奈川県オリジナルの新品種を研究して欲しい

です。新品種は共販向けの紅色が鮮やかで形のよく、４～５月の気温が高くなる時期でも果皮が柔ら

かくならないことや、観光や直売所向けの花の出がそろい、着色も早く味がよいなどの条件に沿う品

種がよいと思います。 

 

 

 

解決希望年限  ①１年以内       ②２～３年以内       ③４～５年以内       ④５～１０年以内 

対応を希望す 

る研究機関名 
①農業技術センター②畜産技術センター③水産技術センター④自然環境保全センター 

  備 考 

 

 ※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 

 回答機関名 農業技術センター 担当部所 生産技術部野菜作物研究課 

対応区分  ①実施  ②実施中  ③継続検討  ④実施済  ⑤調査指導対応  ⑥現地対応  ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 

野菜類の新品種育成 

 対応の内容等 

イチゴの育種では交配に用いる親系統の特性が重要であること、現地では品種育成や特性検定に対

する要望が高いことから、当所では平成 20年より積極的に他県品種も含めたイチゴの品種特性検定試

験を行い、これまでに 25品種・系統について品種特性を明らかにしてきました。 

現在、これらの特性評価試験で得られたデータに基づいて選抜した優良品種・系統間での交配と得

られた実生個体の選抜を進めています。今後、これらの有望個体の中から市場で有利販売できる個体

を選抜し、観光・直売所での利用にも適したかながわオリジナル品種を育成します。 

 

 

解決予定年限 ①１年以内      ②２～３年以内      ③４～５年以内      ④５～１０年以内 

 

 備 考 

 

 

 


